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１ 当院の概要 

当院は歴史ある港・横浜

の馬車道通りに平成 13年 4

月に産婦人科、不妊治療専

門クリニックとして開業しまし

た。現在、社会問題でもある

女性の晩婚による不妊。少

子化。それらの解決の一助

になれるよう、タイミング法か

ら最先端の高度生殖補助医

療まで医師、看護師、胚培養士、事務、約 20 名のス

タッフが一丸となって診療を行っております。 

 

２ 理念 

当院が目標とするのは、患者様に対して良質でき

め細やかな医療を提供し、妊娠という結果をもたら

すことにあります。 

基本方針としましては、患者様ひとり一人に合った

スピーディで無駄のない治療を行い、早期に目的を

達成することにあります。不妊症はある意味時間の

かかる治療です。月経が順調な人でも年 12 回の

チャンスしかありません。その限られた時間を活かす

ためにまず検査を行い、その結果と患者様の年齢・

要望・既往歴等からいち早く有効と思われる治療を

選択し、すみやかに実践することが肝心と考えてい

ます。それには、まず患者様に病状とその解決に必

要となる治療内容をよく説明し、医療費の負担や治

療への不安、精神面のサポートをしつつ、信頼と納

得を基に治療を進めていくことを心がけています。 

治療に携わる者の心構えとしましては、院長はじ

めスタッフひとり一人が、医療現場における安全の

必要性・重要性を自分自身の課題として認識し、そ

の業務を遂行することがもっとも重要であると考えて

います。 

このため「生殖医療に関する安全管理のための指

針」を掲げ、これらの指針を明文化し生殖補助医療

の安全管理、医療事故防止の徹底、安全な医療行

為を行っていくための留意事項を院内に提示してお 

 

外観 

 

ります。内容は以下のとおりです。 

①日常業務における安全管理 

・医療安全の為の管理体制をとっています。 

・安全管理の為の院内報告を設けています。 

・事故報告については、医療に係る安全確保のため

改善対策を講じています。 

・すべての症例ごとに記録を残しています。 

・生殖補助医療の実施においては必ずダブルチェッ

クを行える体制を整えております。 

②患者様の理解を深める 

・患者様が理解しやすいように資料を提供し時間を

かけて治療内容を説明しています。 

・生殖補助医療においては、各治療内容に伴う同意

書の提出をお願いしています。 

③スタッフの継続的な教育 

・医療安全に関する必要な知識・技能の維持向上を

目的とした教育・研修会を実施しています。 

・ミーティングによる治療方針や院内規則などの意思

統一を計っています。 
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スタッフ集合写真 

 

・データ集積と統計資料作成を行っています。 

・集積データを基に年末に発表会を開き、スタッフ全

員で医療サービスの向上のため、何ができるかを

検討し、できることは即実行に移しています。 

・学会資格取得と学会参加を積極的に推奨していま

す。 

④基本マニュアルの整備 

・安全管理のために作業マニュアルを策定していま

す。 

 

３ クリニック設備 

デジタルレントゲン機器、超音波断層装置 2 台、

エアシャワー完備のバイオクリーンルーム（倒立顕微

鏡、Oosight、LYKOS、実体顕微鏡 2台、生物

顕微鏡 1台、2種類のインキュベーター6台、

凍結保管タンク 13台等）リカバリールーム、カ

ウンセリングルーム、採精室 

 

４ 当院の診察の特徴 

不妊治療の大きな特徴はご夫婦 2 人で協

力しなければ結果が得られないということにあ

ります。そのため、重要なことは患者様にご自

身の状態をよく理解してもらい、且つご主人に

も同様に解っていただく必要があります。その

上で、ご夫婦が望まれる方向性を踏まえて必

要な診察・治療を選択する事が肝心なので

す。そのためには、初診の問診時より、患者

様（妻）の気持ちやお考え、パートナー（夫）

の希望、お互いが協力的かどうか？仕事と治

療の両立など細かいヒヤリングをし、また治療

のステップアップの時期においても、気持ちの変化

や考え方の変化が無いかを聞き取りをしながら治療

を進めていきます。他の診療科には無いかなりプラ

イベートな部分まで掘り下げて訊くことで、患者様の

ニーズに沿った治療を行うことができ、患者様にとっ

てストレスのない診療を提供できるのです。不妊症

は患者様にとって忍耐と根気を要する治療です。き

め細かい精神的サポートがあって初めて結果へと導

かれるのです。 

 

５ 不妊の治療法 

タイミング療法、人工授精（AIH）、体外受精

（IVF）、顕微授精（ICSI）、移植（ET）、融解胚移植、 

 

図１  H26年 治療内容 

 



表１  妊娠数 H26年1月～12月 

 

表２  年齢別妊娠数 

 

 

余剰卵、精子凍結保管等 

 

６ 近院との連携 

当院では分娩は取り扱っておらず、妊娠 6週前後

に患者様の分娩希望の施設にご紹介をしておりま

す。神奈川県の各分娩施設（総合病院から助産院）

他、地方の里帰り分娩希望の場合も細かく情報提供

させていただいています。特にご紹介の多い分娩施

設の先生方には地域連携情報連絡会等で最近の当

院の患者様の状況を報告し、よりスムーズな受け入

れが出来るように協力体制を構築しています。 

 

７ 男性不妊患者様への対応 

患者様のパートナー（夫）が当院での精液検査で

問題がある、若しくは ED などがあり男性不妊・泌尿

器科受診希望のある場合は男性不妊専門施設への

ご紹介を行っています。閉塞性無精子症などより高

度で専門的な治療においても、TESE(精巣内精子採

取術)により連携施設で採取した精子を当院内に運

び顕微授精（ICSI）・胚移植（ET）を行っています。こ

の様に不妊症に関して可能な限りあらゆるケースに

対応できるよう幅広い治療に取り組んでいます。 

（池永秀幸） 
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